
水環境保全のための今後の取組
－水環境の課題と今後の取組の関係（再整理）－

事業者の不適正事案への対応
（効果的な公害防止取組促進）

水質事故への対応の迅速化

閉鎖性水域における水質改善

新たな排水管理手法の導入

面源負荷への対応

地下水・土壌汚染の未然防止対
策

気候変動への対応

水環境モニタリングとデータの蓄
積

水質事故の増加

閉鎖性水域の水質改善
の遅れ

河川流量の減尐と水質
及び土砂移動への支障

希薄な人と水とのふれあ
い

地下水・土壌の汚染

水圏生態系・生物多様性
の劣化

気候変動による影響

時代の変化、背景・要因 現状における課題 取組

海岸も含めた海洋環境の保全

海岸漂着物、海洋ごみ等

・人口増加
・高度経済成長
・都市化の進展

・工場排水から都市生活
排水による水質汚濁

・人口減尐
・尐子高齢化
・低経済成長

・産業構造の変化
・社会基盤整備の進展
・環境問題の多様化
・国民意識の変化

・地球温暖化
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不適正事案の発生

未規制小規模事業場への対応

世界の水問題 水環境ビジネスの展開

技術開発・技術応用 人材育成・環境教育
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